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◎ 特集　鹿児島県ドクターヘリが運航開始！
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かけがえのない命を救うドクターヘリの安全な運航に、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先　県保健福祉部保健医療福祉課　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９９・２８６・２６６２

菱刈荒田

伊佐市のランデブーポイント

名　　称
 伊佐市立山野小学校
 伊佐市立山野中学校
 伊佐市立大口中学校
 伊佐市立大口東小学校
 伊佐市立針持小学校
 下殿多目的広場
 西太良コミュニティ広場
 北薩ヘリポート
 伊佐市陸上競技場
 羽月川河川敷水防ヘリポート
 伊佐市立菱刈中学校
 湯之尾体育広場
 本城体育広場
 田中体育広場
 伊佐市菱刈農村公園運動広場
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150km範囲（35分）

・巡航速度：278Km
・離着陸に要する時間を考慮（２分）

※　鹿児島市立病院が移転開院するまでの間は、
　浜町ヘリポートから各地までの時間に、鹿児
　島市立病院・浜町ヘリポート間の移動時間（約
　５～７分）が必要となります。

※ランデブーポイントとは

　患者を乗せた救急車とドクター

ヘリが合流する場所のこと

県立北薩病院

15km 範囲（５分）

浜町ＨＰ

伊佐市

40km 範囲（10 分）

60km 範囲（15 分）

80km 範囲（20 分）

浜町ヘリポートから鹿児島県内各地点までの所要時間



-HD
eli

octor

3　　広報いさ  2012.02.01

鹿児島県ドクターヘリが運航開始！

ドクターヘリとは
　ドクターヘリは、別名「空飛ぶ救命室」と呼ばれ、
医師等が速やかに救急現場等に出動して患者に対
して必要な治療を行いながら、医療機関に短時間
で搬送する救急医療用ヘリコプターのことです。

ドクターヘリ運航上のお願い
　ドクターヘリが一刻も早く、患者の近くに到着するには、学校の校庭や公園（運動場等を含む）を利用する
のが最も効果的です。しかし、その大切な命を救うためには、学校の児童・生徒や先生・職員並びに県民の安
全を確保する必要もあります。そのため、消防署から、学校や近くの公園（運動場）にドクターヘリが飛んで
くる情報が入った場合、次の事項についてご協力をお願いします。

情報が入ってから、ヘリコプター到着まで

ヘリコプターの到着から飛び立つまで

ドクターヘリの運航形態
運航開始：平成 23 年 12 月 26 日（月）
運航時間：８時 30 分から日没まで
運航範囲：鹿児島県本土、甑島、熊毛地域、三島   
　　　　　村及び十島村（一部）
運航主体：鹿児島市立病院
ヘリの出動要請
　消防署から鹿児島市立病院内のドクターヘリ運
航管理室へ要請します。県民の皆さんが、直接要
請することはできません。

１

２

　　　
　鹿児島市内からの到着時間は、およそ 10 ～ 25 分程です。
　ヘリコプターの離着陸時は、ローター（頭上で回転しているプロペラ）の回転による強い吹き下ろしの風や
騒音が発生しますので、ヘリコプターには、近づかないでください。
［学校］　　消防署から学校にドクターヘリが来ると通報があった場合には、児童・生徒を校舎内に誘導し、校
　　　　庭には絶対に出ないよう指導してください。
［公園（運動場）］　消防士の指示に従って、公園の中から外に出るようお願いします。
　　　
　　　
　ヘリコプターは着陸してからも何らかの理由により再び離陸する可能性があります。（例　接地場所がデコ
ボコなため機体が不安定になる、路面の凍結、風上に頭を向ける等）
　ヘリコプターが着陸して、ローターの回転が止まり、医師と看護師が降り、患者への処置を始めます。
※状況によってはエンジンを回したままの時もあります。
　現場での処置が終わると、患者をヘリに乗せ離陸します。患者の容態によって変わりますが、この間約５～
10 分程です。
　ヘリコプターが飛び去ったあとでも、消防士から許可が出るまでは、児童・生徒を校舎から出さない、また、
公園の中に入らないようにお願いします。

特　

集

～　ランデブーポイント等でのご協力をお願いします　～
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松
崎
満
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

萬
浮
哲
浩
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

下
牛
尾
覚
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

坂
元
幸
郎
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

栗
巣
真
一
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

井
立
田
正
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

山
﨑
亮
二
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

井
ノ
上
國
夫
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

山
之
上
則
久
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

森
園
泰
久
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

森
山
謙
藏
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

沖
田
健
治
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

猪
鹿
月
輝
雄
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

蓑
田
慎
一
（
第
２
分
団
分
団
長
）

有
留
美
芳
（
曽
木
班
団
員
）

渡
邊
清
文
（
馬
場
班
団
員
）

○
県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

今
釘
浩
二
郎
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

吉
野
克
彦
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

長
岡
慎
一
（
土
瀬
戸
班
部
長
）

【
平
成
23
年
表
彰
】

　
平
成
23
年
４
月
14
日

○
退
職
消
防
団
員
報
償
（
銀
杯
）

１
号
（
25
年
以
上
勤
続
）

山
下
正
美
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

福
貴
島
壽
男
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

宮
下
満
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

上
原
政
敏
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

橋
ノ
口
和
昭
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

今
村
光
雄
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

宮
園
儀
德
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

２
号
（
15
年
以
上
25
年
未
満
勤
続
）

　
１
月
８
日
、　
消
防
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
、

約
４
０
０
人
の
消
防
署
職
員
・
消
防
団
員
の
市

中
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開
け
た
出
初
式
で
は
、
団

員
の
機
敏
な
分
列
行
進
・
消
防
操
法
の
規
律
訓

練
を
行
い
、
県
内
唯
一
の
“
薩
摩
忠
元
火
消
し

隊
（
は
し
ご
隊
）”
の
演
技
を
は
じ
め
“
み
ど

り
保
育
園
鼓
笛
隊
”
と
と
も
に
、
田
中
保
育
園

児
が
“
防
火
の
誓
い
”
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
・

家
族
へ
の
表
彰
も
あ
り
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。（

敬
称
略
、
階
級
は
受
章
時
の
も
の
）

平
成
24
年

伊
佐
市
消
防
出
初
式

「 

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度 

」

新
春　

防
火
の
誓
い

（
全
国
統
一
標
語
）
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亀
割
浩
介
（
本
城
分
団
班
長
）

川
口
俊
二
（
白
木
班
班
長
）

森
山
裕
樹
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大
口
自
動
車
班
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長
）
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田
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寿
（
崎
山
班
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長
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充
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（
本
城
分
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長
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山
下
信
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（
徳
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分
団
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長
）

濱
田
健
二
（
石
井
班
団
員
）

長
岡
秀
光
（
小
木
原
班
団
員
）

棈
松
良
平
（
目
丸
班
団
員
）

宮
原
功
（
徳
辺
分
団
団
員
）

塩
屋
空
海
（
中
央
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

10
年
勤
続

高
濱
毅
（
元
町
班
部
長
）

原
水
勝
巳
（
篠
原
班
団
員
）

竹
内
義
人
（
中
央
班
団
員
）

早
水
貴
志
（
青
木
班
団
員
）

神
薗
剛
太
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

森
田
誠
（
上
町
班
団
員
）

今
村
浩
二
（
上
町
班
団
員
）

赤
崎
清
照
（
諏
訪
班
団
員
）

亀
澤
茂
生
（
篠
原
班
団
員
）

中
村
浩
久
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

丸
田
博
敏
（
郡
山
班
団
員
）

井
手
下
武
浩
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

帆
北
浩
志
（
石
井
班
団
員
）

栗
巣
義
朗
（
平
出
水
班
団
員
）

迫
幸
博
（
白
木
班
団
員
）

長
野
彰
（
白
木
班
団
員
）

永
峰
昭
二
（
中
央
班
団
員
）

沖
田
芳
博
（
中
央
班
団
員
）

岡
崎
芳
照
（
中
央
班
団
員
）

大
友
則
人
（
曽
木
班
団
員
）

柿
ノ
迫
友
則
（
曽
木
班
団
員
）

児
島
信
一
郎
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

児
玉
省
作
（
馬
場
班
団
員
）

亀
園
幸
範
（
本
城
分
団
団
員
）

吉
永
計
一
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

小
原
治
男
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

山
下
博
敏
（
川
南
分
団
団
員
）

【
平
成
24
年
消
防
出
初
式
表
彰
】

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

　
部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

森
義
信
（
第
４
分
団
分
団
長
）

山
下
恭
正
（
曽
木
班
部
長
）

長
野
吉
泰
（
山
野
自
動
車
班
班
長
）

田
中
浩
太
郎
（
上
町
班
班
長
）

塩
屋
空
海
（
中
央
分
団
団
員
）

横
山
和
行
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

永
吉
勇
治
（
目
丸
班
団
員
）

今
堀
賢
治
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

長
谷
川
雄
二
（
堂
崎
班
団
員
）

宮
園
博
（
北
部
分
団
団
員
）

酒
匂
克
博
（
北
部
分
団
団
員
）

溝
口
敏
幸
（
北
部
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

退
任
消
防
後
援
会
長

中
村
俊
郎
（
牛
尾
班
）

上
塩
浩
二
（
石
井
班
）

山
口
武
盛
（
白
木
班
）

30
年
勤
続
章

児
島
和
敏
（
馬
場
班
団
員
）

25
年
勤
続
章

黒
木
栄
一
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

中
満
浩
一
（
里
町
班
団
員
）

角
光
博
（
郡
山
班
団
員
）

竹
下
秀
樹
（
郡
山
班
団
員
）

松
田
秋
義
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

前
田
学
（
尾
之
上
班
団
員
）

丸
田
正
一
（
尾
之
上
班
団
員
）

緒
方
重
則
（
尾
之
上
班
団
員
）

高
岡
公
紀
（
白
木
班
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

山
之
口
司
（
第
7
分
団
副
分
団
長
）

西
榮
一
郎
（
宮
人
班
部
長
）

池
田
正
吾
（
中
央
分
団
班
長
）

黒
瀬
譲
一
（
北
部
分
団
班
長
）

平
嶺
富
士
夫
（
湯
之
尾
分
団
班
長
）

小
倉
大
作
（
上
町
班
団
員
）

松
元
政
文
（
篠
原
班
団
員
）

福
元
俊
朗
（
目
丸
班
団
員
）

内
村
伸
一
（
小
木
原
班
団
員
）

15
年
勤
続
章

荒
平
学
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）

山
下
恭
正
（
曽
木
班
部
長
）

田
中
浩
太
郎
（
上
町
班
班
長
）

堀
川
正
（
麓
班
班
長
）

折
口
行
義
（
曽
木
班
班
長
）

山
内
征
一
郎
（
牛
尾
班
団
員
）

西
牟
田
浩
二
（
石
井
班
団
員
）

中
野
誠
（
尾
之
上
班
団
員
）

鶴
田
美
知
夫
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

中
園
真
吾
（
白
木
班
団
員
）

宮
園
博
（
北
部
分
団
団
員
）

酒
匂
克
博
（
北
部
分
団
団
員
）

溝
口
敏
幸
（
北
部
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

脇
迫
健
一
（
徳
辺
分
団
班
長
）

岩
切
和
之
（
青
木
班
班
長
）

馬
庭
敏
博
（
水
ノ
手
班
団
員
）

丸
山
武
博
（
目
丸
班
団
員
）

原
口
義
広
（
麓
班
団
員
）

冨
永
直
也
（
中
央
班
団
員
）

肥
後
勝
彦
（
曽
木
班
団
員
）

上
村
直
角
（
本
城
分
団
団
員
）

長
野
則
夫
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

新
納
正
明
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

○
団
長
表
彰
（
５
年
勤
続
章
）

有
村
茂
也
（
篠
原
班
班
長
）

山
下
卓
也
（
元
町
班
団
員
）

波
多
野
達
郎
（
元
町
班
団
員
）

竪
山
貴
文
（
水
ノ
手
班
団
員
）

永
里
和
也
（
青
木
班
団
員
）

池
松
宏
（
篠
原
班
団
員
）

肱
岡
敦
（
牛
尾
班
団
員
）

安
樂
亮
章
（
牛
尾
班
団
員
）

中
馬
博
志
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

上
木
崎
親
弘
（
郡
山
班
団
員
）

崎
山
秀
吉
（
石
井
班
団
員
）

吉
﨑
勝
彦
（
中
央
分
団
団
員
）

宮
里
慶
幸
（
徳
辺
分
団
団
員
）

猩
々
英
樹
（
尾
之
上
班
団
員
）

羽
田
広
喜
（
尾
之
上
班
団
員
）

白
坂
和
也
（
尾
之
上
班
団
員
）

大
久
保
忍
（
小
木
原
班
団
員
）

吉
松
義
彦
（
麓
班
団
員
）

大
浦
浩
（
白
木
班
団
員
）

岸
ノ
上
充
（
崎
山
班
団
員
）

野
中
誠
（
崎
山
班
団
員
）

加
藤
英
雄
（
宮
人
班
団
員
）

外
西
匡
人
（
中
央
班
団
員
）

浦
崎
修
（
土
瀬
戸
班
団
員
）
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　平成 22 年度の一般会計決算が 12 月の市議会で認定されました。一般会計の決算の規模は、
歳入 173 億 1,195 万円、歳出 166 億 8,513 万円となっています。歳入と歳出の差し引き額は、
６億 2,682 万円です。これには、翌年度に繰り越すべき財源の１億 4,052 万円が含まれていま
すので、これを除いた実質収支は、４億 8,630 万円となります。

　　　
　　　　　民生費

175,674 円

　　　
　　　　　総務費

121,760 円

　公債費

65,918 円

　　　
　　　　　教育費

53,873 円

　　　
　　　　　衛生費

45,661 円

　　　
　　　　　農林水産業費

40,319 円

　　　
　　　　　土木費

22,222 円

　　　
　　　　　消防費

19,564 円

　　　
　　　　　議会費

5,100 円

　　　
　　　　　商工費

4,459 円

　　　
　　　　　労働費

4,220 円

　 　　  災害復旧費

2,132 円

歳出　166億 8,513万円

民生費
52 億 2,578 万円

　31.3％

総務費
36 億 2,200 万円

　21.7％

労働費　1億 2,553 万円　0.8％商工費　1億 3,264 万円　0.8％

議会費　1億 5,170 万円　0.9％

消防費　5億 8,196 万円　3.5％

災害復旧費
6,342 万円　0.4％

土木費
6億 6,103 万円　4.0％

教育費
16 億 257 万円

　9.6％

農林水産業費
11 億 9,936 万円

　7.2％

衛生費
13 億 5,827 万円

　8.1％ 歳出
166億8,513万円

義務的
経費
45.0％

その他の
経費
38.5％

投資的経費
16.5％

公債費
19 億 6,087 万円

11.7％

基準　Ｈ 23.03.31　29,747 人

積立金 　16 億　 729 万円
医療会計等へ
の繰出金 　15 億 9,822 万円 

物件費       14 億 4,171 万円
一部事務組合
（未来館等） 　10 億 2,587 万円

補助費等            6 億 3,968 万円

維持補修費 　           8,724 万円

出資金・貸付金 　　　      1,743 万円

合　　計     64 億 1,744 万円

普通建設事業費       26 億 9,706 万円

災害復旧事業費 　　　    6,342 万円

合　　計 　27 億 6,048 万円

生活支援経費     30 億 6,147 万円

人件費 　24 億 8,487 万円

借金返済 　19 億 6,087 万円

合　計 　75 億    721 万円

市民一人あ
たりの

サービス内
訳
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伊佐市の財政状況
平成22年度決算

市    税
30 億 6,245 万円　17.7％

歳入
173億1,195万円

地方譲与税
2億 2,527 万円　1.3％

県支出金
17 億 598 万円

　9.9％

国庫支出金
21 億 3,675 万円

　12.3％

市    債
15 億 8,860 万円

　9.2％

地方交付税
69 億 5,395 万　40.2％

分担金及び負担金
2億 1,536 万円　1.2％

寄付金　   
3,548 万円　0.2％

諸収入
2億 4,327 万円　1.4％

使用料及び手数料
2億 5,434 万円　1.5％

繰入金　
3,303 万円　0.2％

財産収入
7,724 万円　0.4％

繰越金　4億 2,072 万円　2.4％

自主財源
25.0％

依存財源
75.0％

歳入　173億 1,195万円

｛

交付金等
3億 5,951 万円　2.1％

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源

依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源

地方交付税　　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均衡を調整し、国民が受

　　　　　　ける基本的な行政サービスが住む場所によって差のないようにするため、地方公共団体の財政

　　　　　　状況に応じて交付されるお金で、国から地方への仕送りと言われている

市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金

国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県から交付されるお金

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費（生活支援経費）など、支出しなければならない経費

投資的経費　道路建設などのように、社会資本の形成に向けられる経費

公 債 費　これまで借り入れた市債などの返済に係る経費（借金返済）

実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源を差し引いたもの

一般会計
（決算統計）

用語の説明
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行政からのお知らせ

犬や猫を飼っている皆さまへ

　団地名 戸数 間取り 使用料（円）
 崎山団地 ２ ３ＤＫ 13,300 ～
 針持団地 ２ ３ＤＫ 13,500 ～
 郡山団地 ４ ３ＤＫ 10,100 ～
 重留西第１団地 １ ３ＤＫ 18,500 ～
 重留西第 2 団地 １ ３ＤＫ 20,800 ～
 瓜之峰第１団地 １ ３ＤＫ 12,100 ～
 湯之尾団地 １ ３ＤＫ 15,000 ～

申込・問い合わせ先　市建設課住宅係（菱刈庁舎）
☎�１３１１○内　　２２２７・２２２８

団地名 戸数 間取り 使用料（円）
 こっがら団地（世帯用） ５ ３ＬＤＫ 44,000
 こっがら団地（単身用） ３ １ＬＤＫ 29,000

◎公営住宅

◎特定公共賃貸住宅

市営住宅入居者募集

（平成 24 年１月１日現在）

（平成 24 年１月１日現在）

　申込み先着順になります。入居資格に基準があります
ので、詳しくは問い合わせ先にご連絡ください。

　市民の皆さんから多
くの義援金・支援金が
寄せられました。

　ご協力いただいた多くの市民の皆
さん、ありがとうございました。

　義援金は日本赤十字社を通じて被
災地へ、支援金は宮城県南三陸町へ
支援物資と現金を送りました。

東日本大震災への

義援金・支援金の報告

水道管の防寒対策

６, ２８１, ２９０円

２, ６９４, ７６７円

８, ９７６, ０５７円

義援金

支援金

合　計
（平成 23 年 12 月 27 日現在）

　最近、犬や猫などのペットについての苦情や相談が増えてい
ます。ペットを飼う時には、飼い主としての責任を自覚して、
同じ地域で暮らす皆さんの迷惑にならないように、ルールを
守って飼いましょう。
　　犬を飼う場合には、市への登録と一年に１回の狂犬病予防
　注射が義務付けられています。犬は放し飼いにせず、散歩中
　もリード等でつなぎ、「ふん」は必ず持ち帰りましょう。こ
　れは、飼い主の義務であり最低限のマナーです。
　　飼い猫は感染症や交通事故を防ぐため、なるべく室内で飼
　うよう努めましょう。また、「ふんやおしっこ」をする場所
　を教えるなどの「しつけ」をして、ご近所に悪臭などで迷惑
　をかけないよう正しく飼いましょう。
　　犬や猫などのペット動物は終生飼育することが基本原則で
　す。やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責任において
　新たな飼い主を探してください。どうしても飼い主が見つか
　らない場合は、保健所にて有料で引き取ります。
引取日時　原則として毎週火曜日と木曜日の午前中。
注　　意　　犬猫などの動物を捨てた場合は法律により、50 万
　　　　　円以下の罰金に処せられることがあります。
問い合わせ先　
市環境政策課環境保全係　　　　☎�１０６０
鹿児島県姶良・伊佐地域振興局保健福祉環境部
大口支所衛生係（大口保健所）　   ☎�５１０６

防寒方法
　水道管には布切
れや発泡スチロー
ルなどの保温材を
巻きつけます。メーターボック
スには布切れなどを詰めると効
果的です。
もし凍ってしまったら
　凍った蛇口や水道管にタオル
をかぶせて、その上から水かぬ
るま湯をゆっくりかけてくださ
い。熱湯は絶対にかけないでく
ださい。破裂の原因となります。
万一破裂してしまったら
　メーターボックス内等の止水
栓を閉め、水を止めてから最寄
りの水道修繕センターまでご連
絡ください。
連 絡 先
大口地区水道修繕センター

☎�５３３３
菱刈地区水道修繕センター　

☎�２８７０
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輝く未来を誓った成人式

　新成人 334 人の門出を祝う「平成 24 年伊
佐市成人式」が 1 月 3 日、伊佐市文化会館で
開かれました。
　新成人を代表し、山下健太さん（本城）と
山下真理子さん（菱刈）が、今日という日を
迎えた喜びと、支えてくれる人々への感謝の
気持ちを語り、“輝く未来への誓い”を力強
く宣言しました。
　市長をはじめ来賓の皆さんとアトラクショ
ンに参加した「鼓動塾」、「伊佐市青年団」か
らの激励を受け、希望に満ちた若者たちが、
新たな一歩を踏み出しました。

第 33 回菱刈剣道大会

　１月９日、第 33 回菱刈剣道大会が、菱刈
農業者トレーニングセンターで行われました。
　県内外から 88 チーム（小学生男子 34、女
子 21、中学生男子 22、女子 11 チーム）が
参加し、日頃の稽古の成果を競いました。
　センター内には、若い剣士たちの気合いの
こもった掛声と竹刀で打ち込む鋭い音が響き
ました。
　試合結果は次のとおりです。

【小学生男子の部】
優　勝　垂水武道館
準優勝　あさぎり翔成館
第３位　日当山剣道、出水剣友Ａ

【小学校女子の部】
優　勝　出水剣友Ａ
準優勝　垂水武道館Ａ
第３位　出水剣友Ｂ
第３位　富隈剣道スポーツ少年団
【中学生男子】
優　勝　栗野中学校
準優勝　高岡中学校
第３位　高尾野中学校、隼人中学校
【中学校女子】
優　勝　高岡中学校
準優勝　栗野中学校Ａ
第３位　野田剣道、武中学校　　

大人への一歩を踏み出す
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ISA City Topics

　2010 年度に続き２回目の開催となる、商
店街のご当地グルメナンバーワンを決める

「Ｓ - １グルメグランプリ」に、今回初めて
参戦した伊佐の「手羽キング」。県内 10 か所
の地方大会と２月 18、19 日にかごしま県民
交流センターである本大会の投票数の合算で
総合グランプリが決まります。
　手羽先の中に、伊佐米と「更生の素」を混
ぜ合わせたご飯を詰め、特産の金山ネギと県
産地鶏で作った「がね」のネタで包み揚げに
し、仕上げに、黒酢の特性タレに漬けてあり
ます。ぜひ、本大会会場で「手羽キング」を
応援してください。

　市の委託を受けた「NPO 法人トータルサ
ポートネットワーク」が、十曽青少年旅行
村で進める「十曽子どもの森 育ちあい事業」
では、子どもたちの自然体験活動に加えて、
多目的建屋・ピザ窯・菜園コロニー（休憩所）・
五右衛門風呂の製作を市民参加型で実施して
います。
　１月 15 日は、体験活動のひとつとして、
作陶家の川野恭和さん（山野在住）指導のも
と、伝統行事である“餅花（めのもち）飾り”
をつくり、同日午後は、製作中の多目的建屋

（ストローベイルハウス = わらの家）の棟上
げを体験しました。詳しくは、「十曽子ども
の森事業ブログ」http://jissokodomonomori.
blog.fc2.com/ をご覧ください。

応援しましょう !!「手羽キング」「十曽子どもの森 育ちあい事業」

　次の団体が、ボランティア作業を行ってく
ださいました。
○株式会社　藤井建設
　（大口南中校庭整備）
○県ビルメンテナンス協同組合
　（大口元気こころ館清掃）
○高熊山緑の少年団と有志
　（高熊山清掃）
　寒い中の活動、ありがとうございました。

ボランティア活動

　１月 17 日、幼年消防用鼓笛隊セットが田
中保育所へ貸与されました。
　この鼓笛隊セットは、財団法人日本防火協
会が地域における消防訓練や防火活動などの
際のパレード等で活用されるようにと、宝く
じ助成事業（平成 23 年度コミュニティ助成
事業）で購入したものです。
　貸与式では、田中保育所幼年消防クラブ員
18 人が、「防火の誓い」を元気よく宣誓しま
した。

田中保育所へ鼓笛隊セットを貸与

くーちゃんイエロー
４Ｃ  Ｙ100＋Ｍ30
特色  ＤＩＣ 2537
単色  アミ 30％

単色  100%

単色  100%

■４Ｃ は反転使用不可。

■マークは可能な限り大きく表示してください。

宝くじ社会貢献広報：表示に関するデザインマニュアル

４色印刷用

単色印刷用 (単色は広報誌、ポスター、チラシで単色刷りの場合のみ使用可 )

あなたに夢を。街に元気を。
４Ｃ  Ｃ100＋Ｍ70
特色  ＤＩＣ  C-267

宝くじ
４Ｃ  Ｍ100＋Ｙ100
特色  ＤＩＣ 198

＜標準デザイン＞ ＜特殊デザイン＞

＜特殊デザイン＞＜標準デザイン＞
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　１月 14 日、下ノ木場自治会で「ハラメ打
ち」が行われました。これは、新婚家庭の子
宝を願う行事で、従来は男の子の行事でした
が、少子化の影響で女の子も参加し、「嫁じ
ょを見いけ来ましたー」と、約 10 年振りに
誕生した新婚さんの家庭を訪ね、山柿やかし
わの木などで拵えた“ハラメ棒”を振りなが
ら「ハ～ラメ、ハラメ…♪」と“ハラメ打ち
の歌”を大声で唱えました。終了すると、新
婚さんから、それぞれに餅やお菓子を貰い、
にこにこ顔で引き上げて行きました。

◎　昨年発生した口蹄疫で、畜産やその関連
　産業に甚大な影響を受けた伊佐市、えびの
　市、人吉市の３市は、12 月 21 日、伝染病
　などが境界付近で発生した場合に、相互連
　携と情報共有で被害を最小限に抑えること
　を目的に「防疫業務に関する相互応援協定」
　を締結しました。
◎　南日本新聞社と市教育委員会は 12 月 20
　日、学校など教育現場での「新聞活用に関
　する協定」を締結しました。これで、新聞
　記事の学校新聞やホームページへの転載、
　教職員の研修資料としての複製・配布など
　授業以外でも使用できるようになります。

久し振りの「ハラメ打ち」

協定調印式

　　1 月 10 日の「110 番の日」に合わせ、「1
日署長」のイベントが行われました。署長を
務めたのは、山野西小６年の屋地稜斗さんと
村上雄哉さん、羽月北小６年の大浦美里さん
と中島彩乃さんの４人で、警察署長からの任
命に緊張した様子でしたが、パトカー無線の
通話に挑戦したり、日頃見ることのない警察
手帳や手錠などに、興味津々でした。

永吉弘行さん（築地下・71 歳）

森好郎さん（牛尾・60 歳）

“１１０番の日”

農林水産省表彰

日本スポーツ少年団表彰

　次の２人が、永年にわたる功績が認められ、
受賞されました。おめでとうございます。

土地改良事業推進に貢献

伊佐柔道スポーツ少年団を指導
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

取引内容 期間
 訪問販売（キャッチセールス、アポイントメ
 ントセールス、ＳＦ商法「睡眠商法」を含む）  ８日間

 電話勧誘販売  ８日間
 連鎖販売取引（マルチ商法） 20 日間

 特定継続的役務提供（エステ、語学教室、学
 習塾・家庭教師、パソコン教室、結婚相手紹
 介サービス）

 ８日間

 業務提供誘引販売取引（内職商法、モニター商法） 20 日間

男
女
共
同
参
画
社
会

　
個
々
の
企
業
に
お
い
て
、
固
定
的
な

男
女
の
役
割
分
担
意
識
や
過
去
の
経
緯

か
ら
、「
営
業
職
に
女
性
は
ほ
と
ん
ど

配
置
さ
れ
て
い
な
い 

」「
課
長
以
上
の

管
理
職
は
男
性
が
大
半
を
占
め
て
い

る
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
差
の
解
消
を

目
指
し
て
、
女
性
の
能
力
発
揮
を
図
る

た
め
に
、
個
々
の
企
業
が
進
め
る
自
主

的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
の
こ
と
を

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
い

い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
女
性
Ａ
さ
ん
の
家
庭
で
Ａ
さ
ん
と
夫

が
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
現

在
産
休
中
で
す
。
育
児
休
業
を
ど
ち
ら

が
取
る
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
：
育
児
休
業
を
私
が
取
る
の
が
当
然

　
　
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
あ

　
　
な
た
も
仕
事
の
都
合
が
つ
く
2
か

　
　
月
間
ぐ
ら
い
取
っ
て
も
ら
え
な
い

　
　
か
し
ら
。

夫
：
男
性
が
育
児
休
業
を
取
る
な
ん
て

　
　
前
例
が
な
い
よ
。
子
ど
も
に
と
っ

　
　
て
母
親
が
一
番
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

　
　
育
児
休
業
は
君
が
取
る
方
が
い
い

　
　
ん
じ
ゃ
な
い
？
そ
れ
に
、「
育
児

　
　
休
業
を
男
性
が
取
る
な
ん
て
何

　
　
だ
。」
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
う
よ
。

　
あ
な
た
は
、
Ａ
さ
ん
と
夫
と
ど
ち
ら

の
意
見
に
賛
成
で
す
か
。

　
あ
な
た
は
、
男
性
が
育
児
休
業
を
取

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
子
育
て
は
女
性
の
仕
事
、
育
児
休
業

は
女
性
が
取
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
男
性
が
育
児
休
業
を
取
り
や
す

い
よ
う
な
雰
囲
気
が
職
場
に
あ
り
ま
す

か
。

　
女
性
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
２
月
1
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　
消
費
者
が
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
な
ど
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約

を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
と

○
契
約
は
は
じ
め
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

○
違
約
金
や
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
商
品
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、

　
販
売
業
者
の
負
担
で
引
き
取
っ
て
も 

　
ら
え
ま
す
。

○
工
事
な
ど
の
場
合
、
土
地
や
建
物
を 

　
元
の
状
態
に
戻
す
よ
う
に
販
売
業
者

　
に
請
求
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
も
の

○
３
、０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引

○
化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
消
耗
品

　
を
自
ら
開
封
し
、
使
用
し
た
場
合

○
自
動
車
の
購
入

○
葬
儀

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

　
必
ず
書
面
で
行
い
ま
す
。
証
拠
が

残
る
よ
う
に
特
定
記
録
郵
便
や
簡
易

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」

　
っ
て
な
に
？

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

特定商取引法によるクーリング・オフ

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

アレルギーって何？
アレルギー週間（2 月 17 日～ 2 月 23 日）

る
こ
と
に
よ
っ
て
体
の
中
で
作

ら
れ
る
「
Ｉ
ｇ 

Ｅ
（
ア
イ
ジ
ー

イ
ー
）
抗
体
」
が
結
び
つ
き
、

細
胞
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
の

化
学
物
質
が
放
出
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
主
な
５
疾
患

◆
ぜ
ん
息
　

　
ぜ
ん
息
は
、
何
ら
か
の
原
因

に
よ
っ
て
慢
性
の
気
道
の
炎
症

を
お
こ
す
病
気
で
す
。
炎
症
が

あ
る
た
め
に
空
気
の
通
り
道
で

あ
る
気
管
支
が
過
敏
に
な
っ
て
、

痰
が
増
え
た
り
、
気
管
支
の
内

側
を
お
お
う
粘
膜
が
む
く
ん
だ

り
し
ま
す
。
ま
た
、
気
管
支
を

と
り
ま
く
筋
肉
が
一
時
的
に
狭

く
な
っ
て
（
気
管
支
の
痙け
い
れ
ん攣
）、

息
苦
し
く
な
る
発
作
が
繰
り
返

さ
れ
、「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
、
ゼ

コ
ゼ
コ
」
と
い
っ
た
特
有
の
音

が
出
ま
す
。

◆
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
　

　
か
ゆ
み
を
伴
い
、
赤
く
ジ
ク

ジ
ク
し
た
ぶ
つ
ぶ
つ
が
で
き
、

皮
が
む
け
て
か
さ
ぶ
た
に
な
る

　
ア
レ
ル
ギ
ー
週
間
と
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
し
て
の
的

確
な
情
報
を
、
国
民
に
提
供
す

る
た
め
の
活
動
を
推
進
す
る
週

間
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？

　
体
の
中
に
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
が
入
り
込
む
と
、
人
は
、
そ

れ
を
体
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し

ま
す
。
こ
れ
が
「
免
疫
」
と
い

わ
れ
る
体
を
守
る
仕
組
み
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
免
疫
の
働
き

が
過
敏
に
な
る
と
、
体
に
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は
、
鶏

卵
を
食
べ
る
と
皮
膚
に
湿
疹
が

出
た
り
、
目
が
は
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
反
応
を
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と

い
い
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
、「
ア

レ
ル
ゲ
ン
」
と
い
っ
て
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す
物

質
（
ダ
ニ
や
花
粉
、食
物
な
ど
）

と
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
さ
ら
さ
れ

状
態
で
す
。
症
状
が
長
期
化
す
る
と
硬
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

発
疹
は
額
、
目
の
ま
わ
り
、
口
の
ま
わ
り
、
く
び
、
肘
、
膝
、

手
首
な
ど
の
関
節
周
囲
、
背
中
や
お
腹
な
ど
に
出
や
す
く
、

左
右
対
称
性
に
出
ま
す
。

◆
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
　

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
疾
患
は
、
眼
に
起
き
る
い
ろ
い
ろ
な

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
称
で
す
。
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と

同
様
、
遺
伝
的
な
ア
ト
ピ
ー
素
因
と
環
境
因
子
で
発
症
し
ま

す
。
か
ゆ
み
・
結
膜
の
充
血
・
結
膜
の
む
く
み
・
異
物
感
が

主
症
状
で
す
。

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
　

　
食
べ
物
が
原
因
で
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る
こ
と
を
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
呼
び
ま
す
。
食
べ
物
に
触
っ
た
り
、
吸
い

込
ん
だ
だ
け
で
も
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皮
膚
の

か
ゆ
み
、
じ
ん
ま
し
ん
、
湿
疹
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
　

　
風
邪
を
引
い
て
い
な
い
の
に
、
水
様
性

の
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
発
作
性
の
く
し
ゃ

み
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
副

交
感
神
経
が
優
位
に
働
く
夜
（
夕
）
か
ら
朝
に
か
け
て
み
ら

れ
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
は
、
原
因
・
悪
化
因
子
の
検
索
と
除

去
、
薬
物
療
法
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
適

切
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
詳
し
く
は
、
主

治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。参

考
：
東
京
都
福
祉
保
健
局
Ｈ
Ｐ

かっ かゆい…。
何で？



ISA City Public Relations  2012.02.01　　14

レ シ ピ

〈材　料〉　（１枚分）
餅        　　　　300 ｇ　　　長ネギ　　　１本
かつおぶし　   小分け１袋　　　小ネギ　　　適量
バター　   　10 グラム　　　酒　　　大さじ１
めんつゆ　　　　適量

　
①　長ねぎ（青い部分含む）は１cm くらいの
　長さで輪切りにし、フライパンに敷きつめる。
②　①の上に、１cm 角に切った餅も敷きつめ、
　ところどころにバターを散らす。
③　②に酒をふってフタをし、弱火で 10 分焼
　く。餅が溶け全体に広がったら皿にすべらせ
　る。
④　かつおぶし、めんつゆをかけ、小口切りに
　した小ネギを散らしてできあがり。
※テフロン加工のフライパンを使い、じっくり弱火で！

〈作り方〉

ねぎもち

｢ 親も学んで、うちでも食育」

い
給
食
を
提
供
し
、「
楽
し
い
給
食
時

間
の
実
現
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
へ
の
栄
養
指
導
に
も
栄
養
士

さ
ん
が
出
向
き
、
地
元
産
の
食
材
、
そ

の
生
産
者
、
給
食
が
作
ら
れ
る
流
れ
な

ど
の
話
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

へ
給
食
に
興
味
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

多
く
の
人
の
努
力
に
よ
っ
て
自
分
た
ち

の
食
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
、
嫌
い
な
も
の
も
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
、
食
育
の
場
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、「
食

育
は
家
庭
の
問
題
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
。
買
い
物
に
一
緒
に
出
か
け
た

り
、
食
事
づ
く
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
た

り
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
か
つ
て

は
あ
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.16

ね
ぎ
も
ち

　

なるほどぉ～
私たちも勉強
になります。

　
今
年
度
か
ら
市
内
全
域
で
学
校
給
食

が
セ
ン
タ
ー
方
式
と
な
り
、「
子
ど
も

の
給
食
」
に
対
す
る
周
囲
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
先

月
末
ま
で
の
間
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で

研
修
・
視
察
を
行
っ
た
団
体
は
、
お
よ

そ
35
団
体
。
遠
く
は
愛
知
県
か
ら
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
は
市
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

な
ど
、
述
べ
５
８
０
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　
私
が
同
行
し
た
本
城
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
な
ど
12
人
の
皆
さ
ん
は
、
普
段

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
の
見
学
を

行
い
、
献
立
や
日
々
の
業
務
に
関
す
る

説
明
を
栄
養
士
さ
ん
か
ら
受
け
、
給
食

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
緊
張
し
た
研
修
の
時
間
と
は
違
い
、

試
食
の
時
間
に
は
、
和
や
か
に
懇
談
し
、

家
庭
で
の
献
立
づ
く
り
や
食
事
の
摂
り

方
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
保
護

者
同
士
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
も
有

意
義
な
研
修
・
視
察
と
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
に
必

要
な
栄
養
素
や
カ
ロ
リ
ー
を
考
え
、
安

全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
美
味
し

おいしい～
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成のため、免許証な
ど、本人を確認できるものをご持参くだ
さい。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
きれいごと　大道珠貴　（出版：文芸春秋）
　平尾美々、44 歳・独身。逗子に家を買った。
これからは何でも１人でするのだ―。気楽だけ
れど楽じゃない、独身・家持ち女の静かな暮ら
しを描く。　　　　　（新刊全点案内より引用）

【２月の休館日】
２月     ６日（月）・13 日（月）
　　 20 日（月）  ・27 日（月）

【　児　童　】
トントントンをまちましょう 鎌田暢子
ようちえんにいくんだもん 佐古百美
あさになったのでまどをあけますよ 荒井良二
まいごの、まいごの、ゴンザレス 服部千春
たんじょうびおめでとう！ レナード・ワイスガード

【　一　般　】
かなたの子 角田光代
秋田さんの卵 伊藤たかみ
哀しき星 新堂冬樹
ジョン・マン　大洋編 山本一力
まちがい 辻仁成

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　伊佐市立大口図書館
ブックスタート
日　時　２月 25 日（土）11:00 ～ 12:00
場　所　伊佐市立大口図書館

【図書館へ献本】
榎田享子さん　　（駅前）　　　栫井澄子さん　（朝日町）
福森美代子さん　（目丸団地）　永山保雄さん　（尾之上）　
下野敏見さん　　（鹿児島市）　吉田七美さん　（福岡県）
中園三宏さん　　（鹿児島市）　細樅良盛さん　（ブラジル）

　菱刈図書館をはじめ、学校等へ出向い
て、楽しいおはなし会を行っている、お
はなしボランティアグループ「おはなし
ミッケ！」が、子どもの読書活動優秀実
践団体として、県図書館協会・県学校図
書館協議会から表彰されました。
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昔
の
人

　
世
界
最
古
の
「
集
落
」
は
、
紀
元
前

1
万
１
５
０
０
年
頃
の
中
東
の
国
シ
リ

ア
に
あ
る
考
古
遺
跡
で
、
人
類
最
古
の

農
業
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
２
０
０
人
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る

そ
の
集
落
の
人
た
ち
は
、
不
安
定
な
採

集
や
狩
猟
に
依
存
す
る
生
活
か
ら
、
協

働
で
取
り
組
む
農
業
で
食
料
の
安
定
確

保
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
命
に
関
る
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
た
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
集
落

の
形
成
は
必
然
的
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

現
代
の
人

　
個
人
の
生
活
を
考
え
た
時
に
、
自
治

会
活
動
や
地
域
活
動
は
煩
わ
し
い
も
の

と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の

住
む
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
、
取
り
組

む
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
昔
の
人

と
同
様
で
参
加
す
る
義
務
が
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。

　
地
域
の
た
め
の
消
防
団
活
動
や
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
地
域
住
民
の
生
活
を

守
る
自
衛
活
動
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

こ
れ
ら
の
活
動
に
協
力
で
き
る
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
行
事
や
伝
統
文
化
の
継

承
を
通
じ
て
、
自
然
に
生
ま
れ
る
世
代

を
超
え
た
住
民
の
交
流
は
、
子
ど
も
た

ち
に
は
「
地
域
へ
の
愛
着
」
を
、
青
壮

年
に
は
「
地
域
の
誇
り
」
を
、
そ
し
て

高
齢
者
に
は
「
生
き
が
い
」
を
与
え
る

活
動
と
し
て
、
継
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
街
頭
に
立
ち
横
断
歩
道
の
誘
導
を
す

る
人
、
毎
月
2
回
の
点
検
や
防
火
を
呼

び
か
け
る
消
防
団
、
花
壇
を
整
備
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
防
犯
灯
を

維
持
管
理
す
る
自
治
会
の
役
員
、
地
域

行
事
を
運
営
す
る
青
壮
年
、
高
齢
者
宅

を
訪
問
す
る
福
祉
協
力
員
、
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
分
担
し
、
各
々
が
で
き
る
範

囲
で
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
で
、
協

働
（
結
い
）
に
よ

る
住
環
境
が
維
持

さ
れ
て
い
く
の
で

す
。

羽月校区コミュニティ　ゴルフ・コンペ
日　時　２月 19 日（日）※雨天決行
場　所　インターナショナルゴルフリゾート京セラ
　　　　９時 30 分までに集合
参加料　1,500 円
プレー料金　8,000 円（昼食代別）
懇親会会費　1,500 円（場所：駅前公民館）
参加資格　羽月校区に住んでいる・働いている・
　　　　出身・ゆかりのある人
申込・問い合わせ先　
羽月校区コミュニティ協議会
☎�０３３５（月・水・金に限る）

●　イベント情報などは、各校区のコミュニティ
　協議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日
　締切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
※　内容や紙面の都合により、掲載できない場
　合もあります。

共生協働推進係からお知らせ

　ＮＰＯスタッフ進行のもと、それぞれの
校区コミュニティ協議会で「校区まちづく
り会議」が楽しみながら真剣に行われてい
ます。
　会議には、役員に限らず多くの参加者が
あり、「地域にはこんな人やこんな団体が
あり、こんな活動をしている」など、お互
いのことや、地域を知る機会となっていま
す。そして、地域の課題や将来の目標など
を語り合える協議の場となり、「校区振興
計画」を創造する環境づくりが生まれつつ
あると感じます。
　「地域づくりは、人づくり」とよく言わ
れます。５年後、10 年後の将来は、どんな
地域でありたいかの方向性を見出し、校区
の将来像を取入れた地域づくりを進めるこ
とは、今後の地域づくりに不可欠な「人づ
くり」につながっていくと思います。
　「校区まちづくり会議」への積極的な参
加やご支援をよろしくお願いします。

コミュニティ通信

第
２
回

地域活動（牛尾校区）
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市
立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
募
集

業
務
内
容

　
学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
児
童
・

生
徒
の
教
育
支
援
を
担
任
教
諭
の
指
示
の
も

と
行
う
。

勤
務
日
数
　
年
間
約
２
０
０
日

※
原
則
と
し
て
小
・
中
学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
13
時
30
分

勤
務
条
件
　
時
給
９
０
０
円

応
募
資
格

①
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
等
の

　
保
有
者

③
②
に
準
じ
た
能
力
を
も
ち
、
子
ど
も
と
接

　
す
る
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ

　
る
人

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
手
続

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
２
月
22
日
（
水
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
ま
で
に
必
着
。

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係
（
菱
刈

庁
舎
）　
　
　
　
　
　
　
　   

☎
�
１
５
３
２

募
　
　
集

　
県
で
は
、
平
成
24
年
度
の
県
営
住
宅
の
空

き
家
待
ち
順
位
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
募
集
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

登
録
順
位
に
従
っ
て
空
き
家
の
紹
介
を
す
る

も
の
で
あ
り
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
名

　
朝
日
団
地
、
八
坂
団
地
、
高
校
西
団
地
、

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
団
地

申
込
期
限
　
２
月
27
日
（
月
）　
　
　
　
　

抽
選
日
　
３
月
７
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
　
㈱
南
日
ホ
ー
ム
大

県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
者
募
集

日
　
　
時
　
２
月
21
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場
　
　
所
　
菱
刈
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
ま
ご
し
館
）

内
　
　
容
　
指
体
操
や
懐
メ
ロ
を
一
緒
に
歌

　
　
　
　
　
い
ま
し
ょ
う
。

受
講
料
　
無
料

受
講
資
格
　
概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限
　
２
月
17
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
県
立
農
業
大
学
校
で
農
業
機
械
化
研
修
（
大

特
免
許
農
耕
車
限
定
・
農
業
機
械
士
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
限
　

2
月
17
日
（
金
）

研
修
日

　
県
立
農
業
大
学
校
農
業
機
械
化
研
修
計
画

日
（
年
間
６
回
程
度
開
催
）

※
免
許
証
の
写
し
の
添
付
が
必
須
条
件
と
な

　
り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
結
果

　
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
農
政
課
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
６

平
成
24
年
度

農
業
機
械
化
研
修
受
講
の
募
集

大
口
東
幼
児
学
級
園
児
募
集

　
４
月
か
ら
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
の
申

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
大
口
東
小
学

校
区
外
か
ら
も
入
園
で
き
ま
す
。

対
　
　
象
　
３
歳
児
～
５
歳
児

　
平
成
18
年
4
月
2
日
～
平
成
21
年
4
月
1

日
生
ま
れ

保
育
時
間
　

8
時
30
分
～
17
時

入
園
説
明
会
　
２
月
４
日
（
土
）
10
時
～
　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　

大
口
東
幼
児
学
級
　
　
　
　
☎
�
６
１
４
５

職
種
及
び
募
集
人
員

　
歯
科
衛
生
士
嘱
託
員
　
１
人

応
募
資
格

①
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
有
し
、
実
務
経
験

　
を
３
年
以
上
有
す
る
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

年
　
　
齢

　
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

業
務
内
容

　
歯
科
口
腔
保
健
法
に
基
づ
き
、
所
属
長
が

必
要
と
認
め
る
業
務

勤
務
時
間
　
９
時
～
17
時
　

※
た
だ
し
、
業
務
に
よ
っ
て
は
時
間
帯
の
変

　
更
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
日
数
　
原
則
と
し
て
月
17
日
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

報
　
　
酬
　
月
額
１
３
６
、
０
０
０
円

※
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
あ
り

※
通
勤
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

雇
用
期
間
　
委
嘱
の
日
か
ら
年
度
末
日
ま
で

※
た
だ
し
、
更
新
あ
り

応
募
方
法
　

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

2
月
29
日
（
水
）

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

歯
科
衛
生
士
嘱
託
員
募
集

市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
２

口
支
所
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
３
８
７
０
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伊佐市からのお知らせ

住所 : 伊佐市大口小木原 899TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

住宅エコポイント再開しました。

エコ住宅の新築・エコリフォーム詳しくはお問い合わせください。

提携銀行（鹿銀・南銀・JA）の場合、金利がお得に。

　長期優良住宅・フラット 35・35S も可能

広告

ソーラー住宅 完成しました！！
　
こ
れ
ま
で
未
整
備
だ
っ
た
地
域
の
通
信
回

線
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
）
の
整
備
が
終
わ
り
、
市
内

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
、
電
話
回
線
を
利
用

し
た
高
速
通
信
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
情
報
や
議
会
中
継

等
、
市
の
取
組
み
や
、
世
界
中
の
情
報
を
瞬

時
に
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
企
画
調
整
課
情
報
管
理
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
２
９

▽
ス
カ
ラ
ー
㈱
九
州
工
場
　（
菱
刈
本
城
）

募
集
人
数

○
パ
ン
ス
ト
生
地
の
仕
上
げ
作
業
　
５
～
６
人

○
機
械
縫
製
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
　
　
２
人
程
度

雇
用
形
態

　
ア
ル
バ
イ
ト
（
３
～
６
か
月
程
度
）

賃
金
等
　
面
接
時
に
提
示
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
12
日
（
日
）
10
時
～
16
時

※
受
付
は
15
時
30
分
ま
で

場
　
　
所
　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

　
　
　
　
　
２
階
会
議
室

　
霧
島
市
国
分
中
央
三
丁
目
４
２
番
１
号

相
談
内
容
　
　

▽
登
記
　
不
動
産
登
記
関
係
全
般

▽
戸
籍
・
国
籍
　
戸
籍
届
出
、
帰
化
等

▽
供
託
　
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
等

▽
人
権
　
相
続
、
扶
養
、
児
童
虐
待
等

相
談
員
　
法
務
局
職
員
等

問
い
合
わ
せ
先
　
　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
総
務
課

お
知
ら
せ

市
内
企
業
の
求
職
情
報
を
紹
介

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

ご
存
知
で
す
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
ま
す
よ

連
絡
先☎

�
１
１
５
１
（
担
当
：
堀
之
内
）

▽
㈲
尾
崎
縫
製
大
口
工
場
　（
大
口
大
島
）

内
　
　
容

　
ソ
ー
イ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
（
ミ
シ
ン
・
ア
イ

ロ
ン
等
に
よ
る
縫
製
作
業
、
自
動
機
に
よ
る

簡
易
作
業
）

募
集
人
数
　
３
～
４
人

雇
用
形
態
　
ア
ル
バ
イ
ト
（
３
か
月
～
）

賃
金
等
　
面
接
時
に
提
示
し
ま
す
。

連
絡
先

☎
�
６
５
１
１
（
担
当
：
錦
織
）

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
企
業
立
地
雇
用
促
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
８

「
視
覚
障
が
い
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
松
永
信
也
氏
　
講
演
会

日
　
　
時
　
２
月
９
日
（
木
）
19
時
～
21
時

会
　
　
場
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
�
１
６
１
３

日
　
　
時
　
２
月
17
日
（
金
）　

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
50
分

会
　
　
場
　
県
青
少
年
会
館

対
　
　
象

　
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
・
支
援
に
従
事
す
る

保
健
師
、
看
護
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
心

理
士
、
社
会
福
祉
士
、
養
護
教
諭

問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
　
　
　
　
☎
０
９
９
・
２
５
７
・
８
２
３
０

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
研
修
会

日
　
　
時
　
２
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
～
11
時
50
分

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

平
成
23
年
度
「
人
権
を
考
え
る
市
民

の
集
い
」
開
催

日
　
　
時
　
２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　
受
付
９
時
～

場
　
　
所
　
田
中
ふ
る
さ
と
館

内
　
　
容

　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
・
お
手
玉
な
ど

参
加
料
　
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
　☎

�
３
２
１
０

市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開
催

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
０
０
６
４

内
　
　
容

○
本
城
保
育
園
園
児
に
よ
る
舞
台
発
表
　
　

○
人
権
作
文
朗
読
　

○
講
演
会

　
講
　
師
　
石
塚
勝
郎
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
教

　
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
鹿
児
島
支
部
代
表
）

　
演
　
題
　「
豊
か
な
人
権
感
覚
を
め
ざ
し
て
」

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
市
民
係
　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
２
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誕
　
生

 

（
12
月
２
日
～
12
月
27
日
受
付
分
）

有
留
　
光こ
う
り
ん琳
（
寛
之
・
川
西
）

井
手
口
　
陽ひ

ろ呂
（
隆
志
・
田
代
）

祝
迫
　
音ね

ね希
（
和
希
・
郡
山
団
地
）

小
楠
　
悠は
る
ひ陽
（
裕
一
・
仲
町
）

坂
口
　
杏あ

み美
（
大
樹
・
永
尾
）

立
元
　
蒼
あ
お
い
（
祐
樹
・
花
北
上
）

寺
田
　
朱あ
か
り莉
（
直
史
・
郡
山
）

中
村
　
勇ゆ
う
た太
（
安
孝
・
平
出
水
中
央
）

山
之
上
　
敦あ
つ
と都
（
洋
・
郡
山
）

吉
留
　
想そ
う
ま真
（
暢
孝
・
朝
日
町
）

若
松
　
真ま

お桜
（
大
作
・
大
道
）

（
12
月
２
日
～
12
月
28
日
受
付
分
）

大
口
地
区

市
來
　
靜
子
　
　
　
85
　（
水
ノ
手
）

藺
牟
田
　
芳
照
　
　
73
　（
篠
原
）

岩
﨑
　
マ
ツ
エ
　
　
93
　（
多
々
良
石
）

北
渡
瀬
　
修
　
　
　
70
　（
下
青
木
）

田
之
上
　
一
夫
　
　
97
　（
山
ノ
口
）

大
宮
司
　
エ
イ
　
　
88
　（
牛
尾
）

中
道
　
一
二
三
　
　
63
　（
郡
山
団
地
）

橋
口
　
守
　
　
　
　
63
　（
郡
山
）

芳
ヶ
迫
　
博
界
　
　
82
　（
八
坂
町
）

牟
田
島
　
美
喜
　
　
84
　（
大
口
病
院
）

森
岡
　
登
　
　
　
　
72
　（
里
町
）

山
野
　
廣
康
　
　
　
75
　（
一
の
山
）

山
野
地
区

池
田
　
清
子
　
　
　
86
　（
上
松
）

寒
川
　
テ
ル
子
　
　
74
　（
小
川
内
）

早
﨑
　
睦
勇
　
　
　
85
　（
井
立
田
）

松
江
　
チ
ヨ
ノ
　
　
102
　（
上
松
）

本
町
　
カ
ツ
子
　
　
80
　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

岡
　
シ
ズ
　
　
　
　
86
　（
大
島
南
）

楠
元
　
ト
ミ
　
　
　
88
　（
鳥
巣
上
）

柳
瀬
　
典
子
　
　
　
82
　（
髙
津
原
）

西
太
良
地
区

新
屋
敷
　
千
代
子
　
66
　（
田
代
）

野
涯
　
サ
チ
子
　
　
83
　（
小
谷
）

菱
刈
地
区

上
原
　
博
子
　
　
　
62
　（
町
舟
津
田
上
）

尾
﨑
　
義
德
　
　
　
87
　（
田
中
上
）

千
貫
　
美
子
　
　
　
89
　（
上
市
山
）

園
田
　
ヨ
シ
エ
　
　
94
　（
新
町
）

鳥
越
　
ツ
ル
エ
　
　
91
　（
下
手
浜
場
）

中
山
　
政
美
　
　
　
70
　（
本
町
）

橋
田
　
兼
司
　
　
　
59
　（
下
手
浜
場
）

平
瀨
　
フ
ミ
子
　
　
89
　（
重
留
東
）

松
﨑
　
キ
ク
エ
　
　
87
　（
前
目
麓
）

松
元
　

充
　
　
　
93
　（
親
交
今
市
）

森
　
實
義
　
　
　
　
93
　（
上
市
山
）

森
山
　
ス
ミ
エ
　
　
91
　（
下
名
）

　
【
今
月
の
表
紙
】

鬼
火
焚
き

 

古
澤
　
博
文
さ
ん
（
元
町
実
業
）

大
口
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
口
酒
造
株
式
会
社

※
匿
名
希
望
１
人

寄
　
贈

髙
松
　
明
日
香
さ
ん
（
沖
縄
県
）

※
カ
レ
ン
ダ
ー
　
１
０
０
冊

広告

☎22-0０８０ 

入会金 
無料 

お問い合わせは エス・テー・ラボ  株式 
会社 

広告

　
今
年
も
市
内
各
地
で
“
鬼
火
焚
き
”
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
木
地
区
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
の
減

少
な
ど
で
行
事
を
実
施
で
き
な
い
自
治
会

が
多
く
な
っ
た
た
め
“
再
生
会
”
と
い
う

団
体
を
つ
く
り
、
地
域
を
毎
年
順
番
に
回

り
“
鬼
火
焚
き
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
国
道
４
４
７
号
線
沿
い
の
田
ん
ぼ

で
真
っ
赤
な
炎
が
上
が
り
、
今
年
一
年
の

無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
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口
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Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w
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info@
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編
集
後
記

人口のうごき

H24. １. ４現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,590 人　  （－    44）
　男　　13,686 人　  （－   10）
　女　　15,904 人　  （－     34）
世帯数　14,248 世帯  （－     16）

◆ ◆

　
今
年
も
届
く
、
広
報
紙
の
有
料
送
付
を
希

望
さ
れ
る
県
外
の
読
者
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
。

ふ
る
さ
と
を
想
い
、
ま
ち
の
話
題
を
気
に
か

け
て
く
だ
さ
る
出
身
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
私
が
広
報
係
に
き
て
２
年
、
送
付
先
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
々

も
高
齢
に
な
り
、
時
に
は
ご
家
族
か
ら
「
広

報
紙
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
父
が
他
界
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
り
が
と
う
。」
と
送
付

終
了
の
連
絡
も
あ
り
ま
す
。
お
会
い
し
た
こ

と
は
な
い
け
れ
ど
、
広
報
紙
を
通
し
て
繋
が

っ
て
い
た
方
。
送
付
先
名
簿
か
ら
名
前
を
消

す
時
、
寂
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　
送
付
先
の
中
に
は
、
こ
ん
な
方
も
。「
今

ま
で
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
同
窓
・
友

人
と
一
杯
か
わ
し
な
が
ら
余
生
を
過
ご
そ
う

と
思
う
」。
こ
れ
は
、“
故
郷
へ
戻
り
、
こ
れ

か
ら
は
自
治
会
員
と
し
て
広
報
紙
を
見
る

よ
”
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
♪

　
現
在
、
市
か
ら
の
広
報
紙
有
料
送
付
は
、

お
よ
そ
７
０
０
件
で
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
１
月
15
日

号
７
頁
の
「
平
成
24
年
度
　
市
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
　
申
告
日
程

表
」で
、確
定
申
告
会
の
期
間
を
誤
っ

て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

確
定
申
告
会
の
期
間

　
×
２
月
23
・
24
日 

↓ 

○
２
月
22
・
23
日

♨

♨

♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨

♨

♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨♨♨♨♨♨♨♨♨ ♨ ♨ ♨♨♨♨ ♨ ♨ ♨♨

♨
♨湯 めぐり伊佐

　今月は、温泉のある旅館・民宿をご紹介します。
　温泉の利用は、宿泊者のみとなりますので、親戚・友人が市
内に滞在される際などに、利用されてはいかがでしょうか。

　昨年 6 月から連載した「湯めぐり伊佐」は、今回
で最終回です。このコーナーの取材で、郷土にこん
なに多くの温泉があることを知りました。
　まだまだ寒さが続きます。“伊佐の湯めぐり”で
身体の芯からあたたまりましょう！

　　　　　から、菱刈公衆浴場の利用時間
が次のとおり改正されます。

問い合わせ先
市地域総務課総務振興係

☎�１３１１○内　　２１６０

　４月1日

菱刈公衆浴場利用時間の改正

区  分 現  行 改  正

5 ～ 10 月 ８時～ 19 時 14 時～ 20 時
入浴受付：19 時 30 分まで

11 ～ 4 月 ８時～ 18 時 14 時～ 19 時
入浴受付：18 時 30 分まで

施  設  名 住   所 電   話

 旅館秀泉 菱刈川北２２２９－９ ☎�０１１１

 旅館さつま荘 菱刈川北２１４６－３ ☎�０２５１

 民宿やまびこ荘 菱刈前目４２３９－３ ☎�４２６３

秀泉

さつま荘

やまびこ荘


